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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1)連結経営指標等

回次 第48期

会計期間
自　平成19年５月１日
至　平成20年４月30日

売上高 (千円) 36,304,114

経常利益 (千円) 245,421

当期純利益 (千円) 553,881

純資産額 (千円) 8,111,913

総資産額 (千円) 24,980,667

１株当たり純資産額金額 (円) 1,650.57

１株当たり当期純利益金額 (円) 112.70

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ─

自己資本比率 (％) 32.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △779,826

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,486,547

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,604,969

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) 22,107

従業員数 (名) 364

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第48期まで連結子会社であった㈱パワーズフジミの当社所有株式を、平成19年12月22日に全て譲渡したことに

より、連結子会社が存在しなくなったため、第49期より四半期連結財務諸表を作成しておりません。

３　第48期は、平成19年12月22日に連結子会社㈱パワーズフジミの当社所有株式を全て譲渡したため、当該子会社

の平成19年10月31日までの業績を連結しております。

４　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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(2)提出会社の経営指標等

　

回次
第49期
第３四半期
累計期間

第49期
第３四半期
会計期間

第48期

会計期間
自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日

自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日

自　平成19年５月１日
至　平成20年４月30日

売上高 (千円) 20,998,175 11,421,911 27,168,458

経常利益 (千円) 1,333,187 1,600,256 262,898

四半期(当期)純利益 (千円) 718,489 899,021 519,263

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 543,775 543,775

発行済株式総数 (株) ― 5,075,500 5,075,500

純資産額 (千円) ― 8,707,442 8,156,722

総資産額 (千円) ― 28,856,799 25,025,476

１株当たり純資産額 (円) ― 1,812.31 1,659.69

１株当たり四半期(当
期)純利益金額

(円) 148.53 187.12 105.66

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ─

１株当たり配当額 (円) ― ― 12

自己資本比率 (％) ― 30.17 32.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △6,488 ― ―

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,081,686 ― ―

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,414,213 ― ―

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 348,144 ―

従業員数 (名) ― 375 364

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第48期及び第49期第３四半期累計期間並び

に第３四半期会計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　当社は、第49期より四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等

の推移について記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資利益については、利益基準及び利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会

社であるため、記載を省略しております。

５　第48期については、連結財務諸表を作成しているため、「持分法を適用した場合の投資利益」「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」「投資活動によるキャッシュ・フロー」「財務活動によるキャッシュ・フロー」並

びに「現金及び現金同等物の期末残高」については記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年１月31日現在

従業員数(名) 375（586）

(注) １  従業員数は就業人員であります。また、従業員数の（外書）は、臨時従業員等の当第３四半期会計期間平均雇

用人員であります。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び再雇用契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門
当第３四半期会計期間
(自　平成20年11月１日　
　至　平成21年１月31日)

包装餅(千円) 4,418,179

包装米飯(千円) 3,267,533

その他(千円) 5,939

合計(千円) 7,691,652

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社は、受注見込による生産方式をとっておりますので、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門
当第３四半期会計期間
(自　平成20年11月１日　
　至　平成21年１月31日)

包装餅(千円) 8,249,570

包装米飯(千円) 3,165,443

その他(千円) 6,896

合計(千円) 11,421,911

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第３四半期会計期間
(自　平成20年11月１日　
　至　平成21年１月31日)

販売高(千円) 割合(％)

三菱商事㈱ 3,101,452 27.2

加藤産業㈱ 2,773,252 24.3

伊藤忠商事㈱ 2,289,174 20.0

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　当社の包装餅は、季節商品（特に鏡餅）でありその販売が年末に集中するため、第３四半期会計期間の売上高
が他の四半期会計期間に比べ高くなる傾向があります。
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２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、米国の金融危機に端を発した世界的な金融市場の混

乱を背景とした、株価の下落や円高の進行による企業収益の減少や雇用情勢の悪化など、景気の減退感

が急速に増す状況となりました。

食品業界におきましては、所得の伸び悩みや雇用情勢の悪化などによる生活防衛意識の高まりから

個人消費が抑制されるとともに、消費者の食品に対する安全・安心に対する厳しさが一層増しており、

今まで以上に品質管理の強化や環境問題への対応等、企業の社会的責任がますます求められておりま

す。

このような状況の中で、当社はコンプライアンス及び食の安全・安心の更なる確保に向け、平成20年

９月に北海道工場の包装米飯製造についてＩＳＯ22000：2005の認証を取得し、他工場展開に取り組ん

でおります。また、製造コストの上昇に対応すべく、テレビＣＭ及び販促企画の抑制等の経費削減に努

めるとともに、生産効率の向上及び業務の効率化に取り組んでまいりました。

部門別の包装餅部門につきましては、平成20年産もち米価格の値上げや包装資材等製造コスト上昇

のため、10月より包装餅製品について平均５％の値上げを実施いたしました。その結果、当第３四半期

会計期間における包装餅の売上高は82億49百万円となりました。

包装米飯部門につきましては、包装資材等製造コスト上昇を経営努力により吸収すべく、テレビＣＭ

や販促企画を抑制するとともに、低価格帯対抗商品の販売促進費低減に取り組んでまいりました。その

結果、当第３四半期会計期間における包装米飯の売上高は31億65百万円となりました。

以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は114億21百万円となりました。

　利益面につきましては、原材料費や燃料費等の製造コスト上昇により収益を圧迫する状況となりまし

たが、広告宣伝費及び販売促進費等の販売費及び一般管理費の削減に加え受取手数料の増加により、営

業利益は14億82百万円、経常利益は16億円、四半期純利益は８億99百万円となりました。

　なお、当社は主力製品である包装餅が季節商品（特に鏡餅）であり、その販売が年末に集中するため、

第３四半期会計期間の売上高及び利益が他の四半期会計期間に比べ高くなる傾向があります。

　

(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は171億82百万円となり、前事業年度末に比較し37

億８百万円増加いたしました。 

　これは、原材料が減少（前事業年度末比17億84百万円減）いたしましたが、四半期会計期間末日が金

融機関の休日であったため、支払手形の決済が翌月となったことによる現金及び預金の増加（同３億

29百万円増）、12月の売上高増加にともなう受取手形及び売掛金の増加（同52億４百万円増）が主な

要因となっております。

(固定資産)

当第３半期会計期間末における固定資産の残高は116億74百万円となり、前事業年度末に比較し１億

22百万円増加いたしました。

これは、東港工場の包装米飯生産設備移設及び改修にともなう、機械及び装置の増加(前事業年度末

比２億39百万円増)が主な要因となっております。

(流動負債)

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は161億19百万円となり、前事業年度末に比較し31

億42百万円増加いたしました。

これは、四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、支払手形の決済が翌月になったことに

よる支払手形及び買掛金の増加（前事業年度末比６億71百万円増）、短期借入金の増加(同16億50百万
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円増)、未払法人税等の増加（同４億72百万円増）が主な要因となっております。

(固定負債)

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は40億29百万円となり、前事業年度末に比較し１

億38百万円増加いたしました。

　これは、東港工場の包装米飯生産設備移設及び改修にともなう設備資金としての長期借入金の増加

(前事業年度末比１億11百万円増)が主な要因となっております。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は87億７百万円となり、前事業年度末に比較し５億

50百万円増加いたしました。 

　これは、自己株式の取得により減少（自己株式の前事業年度末比１億35百万円増）しておりますが、

四半期純利益（累計期間）計上による利益剰余金の増加（前事業年度末比６億59百万円増）が主な要

因となっております。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

営業活動の結果支出した資金は、８億25百万円となりました。これは、税引前四半期純利益、減価償却

費、仕入債務の増加及びたな卸資産の減少により資金が増加したものの、売上債権の増加による資金の

減少が主なものとなっております。

　投資活動の結果支出した資金は、１億67百万円となりました。これは、東港工場の包装米飯生産設備移

設及び改修にともなう有形固定資産の取得による支出が主なものとなっております。

　財務活動の結果得られた資金は、12億70百万円となりました。これは、運転資金としての短期借入金の

増加及び東港工場設備資金としての長期借入れの実行による収入が主なものとなっております。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期会計期間末の残高は、第２四半期会計期間末と比較

し２億77百万円増加し、３億48百万円となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期会計期間の研究開発費の総額は39百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,300,000

計 16,300,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年３月17日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,075,500 5,075,500
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数1,000株

計 5,075,500 5,075,500― ―

(注)　当社は、平成21年２月12日開催の取締役会において、平成21年４月１日付にて単元株式数を1,000株から100株に変

更する旨を決議しております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年11月１日～
平成21年１月31日

― 5,075,500 ― 543,775 ― 506,000

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、佐藤功氏より平成20年12月24日付け変更報告書(大量保有)の写し及

び平成20年12月25日付け訂正報告書(大量保有)の写しの送付があり、平成20年12月22日現在で所有株式

数に変更があった旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実

質所有株式数が確認できません。

　なお、変更報告書(大量保有)及び訂正報告書(大量保有)の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所 所有株式数(株)
発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

佐藤功 新潟県新潟市東区 507,930 10.01
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年10月31日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 270,000

― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,791,000
4,791 同上

単元未満株式
普通株式

14,500
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 5,075,500 ― ―

総株主の議決権 ― 4,791 ―

(注) １　「単元未満株式」欄には、自己株式899株を含めております。

２　当社は、平成21年２月12日開催の取締役会において、平成21年４月１日付にて単元株式数を1,000株から100株

に変更する旨を決議しております。

　

② 【自己株式等】

平成20年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
佐藤食品工業株式会社

新潟市東区宝町13番５号 270,000 ― 270,000 5.34

計 ― 270,000 ― 270,000 5.34

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

　
　10月

　
　11月

　
　12月

平成21年　
　1月

最高(円) 1,2501,2901,2621,3911,3001,400 1,300 1,260 1,180

最低(円) 1,2501,2311,2001,2911,2211,220 1,120 1,150 1,160

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成20年11月１日か

ら平成21年１月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年５月１日から平成21年１月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,001,272 1,671,343

受取手形及び売掛金 9,680,336 4,475,693

製品 1,125,053 743,461

原材料 3,856,454 5,641,422

仕掛品 268,346 432,531

その他 260,126 513,993

貸倒引当金 △8,900 △4,100

流動資産合計 17,182,689 13,474,346

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 2,512,838

※1
 2,557,132

機械及び装置（純額） ※1
 3,826,332

※1
 3,586,613

土地 1,802,955 1,802,955

その他（純額） ※1
 278,649

※1
 354,320

有形固定資産合計 8,420,776 8,301,022

無形固定資産 9,530 9,571

投資その他の資産

投資不動産（純額） ※1
 2,374,879

※1
 2,404,829

その他 893,753 860,137

貸倒引当金 △24,830 △24,430

投資その他の資産合計 3,243,802 3,240,536

固定資産合計 11,674,110 11,551,130

資産合計 28,856,799 25,025,476
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 1,882,735

※3
 1,211,666

短期借入金 10,550,000 8,900,000

未払法人税等 482,000 10,000

賞与引当金 117,342 246,621

引当金 － 8,300

その他 ※3
 3,087,579

※3
 2,600,569

流動負債合計 16,119,658 12,977,157

固定負債

長期借入金 3,314,824 3,203,592

退職給付引当金 486,686 458,130

引当金 100,199 95,924

その他 127,988 133,948

固定負債合計 4,029,699 3,891,596

負債合計 20,149,357 16,868,753

純資産の部

株主資本

資本金 543,775 543,775

資本剰余金 506,000 506,000

利益剰余金 7,856,716 7,197,202

自己株式 △305,467 △169,947

株主資本合計 8,601,023 8,077,029

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 106,419 79,693

評価・換算差額等合計 106,419 79,693

純資産合計 8,707,442 8,156,722

負債純資産合計 28,856,799 25,025,476
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年５月１日
　至 平成21年１月31日)

売上高 20,998,175

売上原価 13,666,203

売上総利益 7,331,972

販売費及び一般管理費 ※1
 6,227,354

営業利益 1,104,617

営業外収益

受取利息 5,694

受取配当金 4,840

受取賃貸料 128,623

受取手数料 300,489

その他 62,579

営業外収益合計 502,227

営業外費用

支払利息 183,147

賃貸費用 74,251

その他 16,259

営業外費用合計 273,657

経常利益 1,333,187

特別利益

固定資産売却益 4,288

特別利益合計 4,288

特別損失

固定資産売却損 64

固定資産除却損 9,898

投資有価証券評価損 16,285

特別損失合計 26,248

税引前四半期純利益 1,311,227

法人税、住民税及び事業税 473,325

法人税等調整額 119,413

法人税等合計 592,738

四半期純利益 718,489
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

売上高 11,421,911

売上原価 6,963,115

売上総利益 4,458,795

販売費及び一般管理費 ※1
 2,976,195

営業利益 1,482,600

営業外収益

受取利息 1,642

受取配当金 1,040

受取賃貸料 42,609

受取手数料 157,338

その他 26,228

営業外収益合計 228,859

営業外費用

支払利息 69,884

賃貸費用 26,078

その他 15,241

営業外費用合計 111,203

経常利益 1,600,256

特別利益

固定資産売却益 3,857

特別利益合計 3,857

特別損失

固定資産除却損 5,828

投資有価証券評価損 9,272

特別損失合計 15,101

税引前四半期純利益 1,589,012

法人税、住民税及び事業税 471,053

法人税等調整額 218,937

法人税等合計 689,991

四半期純利益 899,021
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年５月１日
　至 平成21年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,311,227

減価償却費 921,272

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,200

賞与引当金の増減額（△は減少） △129,278

受取利息及び受取配当金 △10,534

支払利息 183,147

売上債権の増減額（△は増加） △5,204,642

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,575,898

仕入債務の増減額（△は減少） 671,069

未払消費税等の増減額（△は減少） 129,641

その他 464,772

小計 △82,228

法人税等の支払額 △12,063

法人税等の還付額 87,802

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,488

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,098,923

投資有価証券の取得による支出 △4,469

その他 21,706

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,081,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,650,000

長期借入れによる収入 850,000

長期借入金の返済による支出 △719,352

利息の支払額 △171,989

自己株式の取得による支出 △135,520

配当金の支払額 △58,925

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,414,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 326,037

現金及び現金同等物の期首残高 22,107

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 348,144
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日  至　平成21年１月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりました

が、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)が

適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法)により算定しております。

　これにより、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ6,945千円減少し

ております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日  至　平成21年１月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に著し

い変化がないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。

　

【追加情報】
　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日  至　平成21年１月31日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社の機械及び装置については、従来、耐用年数を９～12年としておりましたが、第１四半期会計期間より10年

に変更しております。

この変更は、法人税法の改正を契機として固定資産の経済的耐用年数を見直したものであります。

これにより、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ61,849千円減少

しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末
(平成20年４月30日)

※１ 有形固定資産等の減価償却累計額は、次のとおりで

あります。

有形固定資産 　　　19,100,072千円

投資その他の資産 746,521千円

※１ 有形固定資産等の減価償却累計額は、次のとおりで

あります。

有形固定資産 18,272,000千円

投資その他の資産 725,779千円

　２  偶発債務

　　仕入取引の担保として差入れた振出手形
101,000千円

　２  偶発債務

　　仕入取引の担保として差入れた振出手形
101,000千円

※３ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当四半期会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期会計期間末日満期支払手形及

び設備支払手形が、当四半期会計期間末日残高に含ま

れております。

支払手形及び買掛金 　　　506,918千円
その他流動負債
(設備支払手形) 15,511千円

※３  　　　　　―――――――――
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日  至　平成21年１月31日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は次のとおりであります。

販売促進費 3,565,275千円

給与・手当 333,729千円

賞与引当金繰入額 29,823千円

退職給付費用 28,130千円

２ 当社は、主力製品である包装餅が季節商品（特に鏡餅）であり、その販売が年末に集中するため、第３四半期会

計期間の売上高及び利益が他の四半期会計期間に比べ高くなる傾向があります。

　

第３四半期会計期間

　

当第３四半期会計期間
(自　平成20年11月１日  至　平成21年１月31日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は次のとおりであります。

販売促進費 1,795,969千円

給与・手当 110,778千円

賞与引当金繰入額 29,823千円

退職給付費用 9,376千円

２ 当社は、主力製品である包装餅が季節商品（特に鏡餅）であり、その販売が年末に集中するため、第３四半期会

計期間の売上高及び利益が他の四半期会計期間に比べ高くなる傾向があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日  至　平成21年１月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,001,272千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,653,128千円

現金及び現金同等物 348,144千円
 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年１月31日)及び当第３四半期累計期間(自 平成20年５月１日　至 平成21

年１月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 5,075,500

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 270,899

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

EDINET提出書類

佐藤食品工業株式会社(E00510)

四半期報告書

19/23



４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年７月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 58,975 12.00平成20年４月30日 平成20年７月28日

　
　(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後

となるもの

　　　該当事項はありません。
　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

（単位：千円)

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年４月30日残高 543,775506,0007,197,202△169,9478,077,029

当第３四半期会計期間末までの変
動額

　剰余金の配当 △58,975 △58,975

　四半期純利益 718,489 718,489

　自己株式の取得　※ △135,520△135,520

当第３四半期会計期間末までの変
動額合計

― ― 659,514△135,520523,994

平成21年１月31日残高 543,775506,0007,856,716△305,4678,601,023

※　平成20年７月に東京証券取引所の終値取引(ＴoＳＴＮeＴ-２)により、135,520千円を取得しております。

　

(持分法損益等)

当第３四半期累計期間（自　平成20年５月１日　至　平成21年１月31日）

利益基準及び利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しており

ます。

　

当第３四半期会計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年１月31日）

利益基準及び利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しており

ます。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末
(平成20年４月30日)

1,812.31円 1,659.69円

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期累計期間

　

当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日　至　平成21年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 148.53円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期累計期間
(自　平成20年５月１日
　至　平成21年１月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益金額(千円) 718,489

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 718,489

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,837

　

第３四半期会計期間

　

当第３四半期会計期間
(自　平成20年11月１日　至　平成21年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 187.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期会計期間
(自　平成20年11月１日
　至　平成21年１月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益金額(千円) 899,021

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 899,021

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,804

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年３月５日

佐藤食品工業株式会社

取締役会　御中

　

監査法人　トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　坂　井　啓　二　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　神　代　　　勲　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている佐藤

食品工業株式会社の平成20年５月１日から平成21年４月30日までの第49期事業年度の第３四半期会計期間

(平成20年11月１日から平成21年１月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年５月１日から平成21年１

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、佐藤食品工業株式会社の平成21年１月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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